
学校整理番号 5

学 校 名 青森県立青森南高等学校

全日制の課程 本校

自己評価実施日 令和5年2月6日

学校関係者評価実施日 令和5年2月10日
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3 （9）-イ　学校関係者評価委員会の構成
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番号 （6）具体的方策 （7）具体的方策による目標の達成状況
（8）目標
の達成度

1

➀教育課程委員会を通し、全教員
が教育課程編成に取り組む環境を
整備する。
②外部講師による、グローバル教
育に関する教員研修を計画し、実
施する。
③グローバル教育における各教科
の指導方法の調査・研究の支援を
行う。

➀教育課程委員会の他に、教科主任会議、全教員が参加
するワークショップを計４回実施した。また、スクー
ル・ミッション、スクール・ポリシーについて、校内研
修実施や分掌における検討を進め、全教員がカリキュラ
ムマネジメントに参加する環境を整備した。
②外部講師によるワークショップ形式の研修会を３回企
画した。
③グローバル探究科推進プロジェクトチームや各ワーキ
ンググループに、実践校の情報提供を行うなど、調査・
研究が円滑に進むように支援や助言を行った。

Ａ

①令和６年度グローバル探究科スタートに向け、令和６年度以降の特色ある教育過程
を普通科と併せて検討していく必要がある。
②外部講師によるワークショップ形式の研修会は実りあるものであった。次年度は、
研修を教育活動に活かすために、研修後を見据えた教員研修計画を策定する必要があ
る。
③いずれかのワーキンググループに教員が参加したことは、全教員がカリキュラムマ
ネジメントに参加するという意識を醸成することができた。

2

①朝の玄関指導の充実。
②交通事故防止や非行防止を目的
とした校外指導及び安全教室の実
施。
③ホームルーム活動や生徒会活
動、学校行事等の積極的な実施。

➀朝の玄関指導には生徒指導部以外の先生方にも参加し
てもらい、挨拶指導の充実につなげることができた。
②校外における交通安全指導及び祭りでの巡回指導を行
うとともに、交通安全教室、薬物乱用防止教室、情報モ
ラル教室等を開催し、意識啓発につなげることができ
た。
③ホームルーム活動では、いじめ防止についてクラス内
で考える機会を設けた。また、文化祭をはじめとした学
校行事についても、感染対策を講じながら、アイディア
を出し合うことて、全て実施できた。

Ｂ

①朝の玄関指導は一定の成果が見られているため継続して行うとともに、服装容儀を
整える必要性についても日常から意識啓発していくことが必要である。また、校則の
見直し等が社会的に注目されているため、服装容儀に係る部分について議論していく
必要がある。
②事故や問題行動を未然に防止するために、安全教室や日常の指導が必要である。
③来年度は、感染防止対策に努めながらも、各行事において、実施内容をより充実さ
せるよう工夫したい。

3

①全教員体制での志望理由書と面
接・小論文の早期個別指導
②新課程入試に関する情報収集と
研修の充実

①総合型選抜や学校推薦型選抜を利用して受験する生徒
は年々増加傾向にあり、志望理由書、小論文、面接指導
については、全教員による指導が定着してきており、一
定の成果を上げた。
②大学入学共通テストの「情報Ⅰ」については、大学入
試センターや、予備校各社で作成されたサンプル問題を
情報提供し、対応策を検討しているが、今後も注視して
いく。

Ａ

①総合型選抜や学校推薦型選抜に向けた志望理由書、小論文、面接指導を全教員で行
う指導体制が定着してきている。一方で、総合型選抜の受験時期が早い大学もあるこ
とから、指導開始時期については今後検討が必要である。
②大学入学共通テストの「情報Ⅰ」については、サンプル問題の情報提供を行ってき
ているが、対応策について早急に検討を進めていく必要がある。、。

4

①ＣＮＥ１オンラインマンツーマ
ンレッスンの実施
②青森中央学院大学留学生との交
流
③PDA人材育成協会によるディベー
ト講演会の開催
④海外の高校生（台湾）とのオン
ライン交流

①英語運用能力向上のため、延べ１６名の生徒が５日間
のオンラインレッスンに参加した。
②本校において、留学生と交流し、日本の伝統的な遊び
を紹介したり、互いの文化等について質疑応答を行い、
理解を深めた。
③３学年生徒全員を対象に、即興で時事問題について考
え、英語で意見を発表する機会を設けることができた。
④互いの学校や地域の文化、探究学習での取り組み等に
ついてオンラインで発表し、異文化理解を深めた。

Ｂ

①ネイティブスピーカーとの実践的なレッスンを受講できるとともに、マンツーマン
による個に応じた手厚い指導及びフィードバックを受けられる好機であることから、
更なる周知に努める必要がある。
②直接的な体験を伴う意義深い異文化理解教育の機会であることから、一層充実した
プログラム内容となるよう検討を行う。
③生徒にとって、教育効果の高い活動であることから、日々の授業においても思考力
やスピーキング力の育成に向けた指導をしていく。
④英語による質疑応答に生徒が対応できるよう、スピーキング力、リスニング力の向
上を図る。

（11）総括

今年度はコロナ禍ではあるが、概ね全ての学校行事等を行うことができた。その中で、オンラインではあるが、大学の講義を受講したり、海外の高校生と交流する機会をつくれたことは参加した生徒たちの視野を広げることに効果的だった。また、高齢者施設と連携し、吹奏楽部によるオン
ライン演奏会なども実施できた。本年度からの新学習指導要領の下、「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業を行うために、総合的な探究の時間を特に重視し、自分で課題を立て、情報を集め、整理分析し、まとめ・表現することができるようにするということを目標に学校全体で
行ってきた。特に1学年は「SDGｓと青森の未来」と題して各クラス毎にテーマを設け、テーマに関する事業所を訪問したり、企業に来校してもらい、実社会と関わりを持ちながら、よりよい社会を実現しようとする態度を養った。これにより小さな課題も解決しようとする態度が身に付いた
ものと考える。今後も、生徒に「協働する力を育み、達成感を共有する喜び」を感じてもらえるよう工夫して学校運営を行っていく必要があると考える。

コロナ禍の中でオンライン等を利用して英語運用能力向上を目指し、また台
湾の学校と探究学習や異文化の理解に取り組まれたことは、将来においても
非常に有意義なことだと思います。青森中央学院大学の留学生との交流会に
おいて、肌で異文化を感じ取り、また日本の文化を英語で紹介できたこと
は、立派な国際交流と考えます。これからも身近な留学生との交流を継続し
ていただきたいと思います。

（9）-ア　学校関係者からの意見・
要望・評価等

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価

外国語教育や国際交流活動を通
して、他者と関わる力及び協働
する力を育成する。

（10）次年度への課題と改善策

実践校や情報の少ない中で全教員が一丸となってワークショップを行った
り、外部講師によるワークショップ形式の研修会などを開催したことは、着
実に新学科開設に向けての力強い意気込みが感じられます。さらにこれらの
ことを進化させ、南高ではのグローバル教育を計画し実施していただきた
い。

（3）重点目標

外国語科　グローバル教育を推進し、異文化の人々との交流を通じて、外国語を用いてコミュニケーションしようとする態度を養う。

（1）学校教育目標

今年度も総合型選抜や学校推薦型選抜を利用して受験する生徒が多く、今後
ますます増加すると予想される中で、志望理由書や面接、小論文の指導が定
着してきていることが成果につながっているものと思います。大学入試が変
わる中、今後も情報収集、情報提供、教員研修を充実させていただき、更な
る成果を上げてください。

グローバル教育に基づくカリ
キュラムマネジメントを推進
し、指導方法の研究と改善に努
める。

日々、教職員が一丸となって事
故・非行等の未然防止に努め
る。また、ホームルーム活動や
生徒会活動、学校行事等を通じ
て、生徒が社会性やコミュニ
ケーション力を身に付けるとと
もに、グローバル社会に貢献し
ようとする態度を育てる。

総合型選抜や学校推薦型選抜に
向けての個別指導の充実と、新
課程入試に関する情報収集と情
報発信を行う。

生徒の気質は概して素直で礼儀正しい。また、部活動に一生懸命取り組み、かなりの成果を上げている。しかし、自らの将来を考え、実現に向けて主体的
に行動するという点においては十分とは言えないことから、今年度は総合的な探究の時間をはじめ探究的な学びに力を入れたところ、自ら探り、自ら学習
する習慣が身に付いてきた。普通科と外国語科のほとんどの生徒が大学進学を希望しており、努力を惜しまず頑張っている。また、将来的に国際的視野に
立ち社会に貢献したいと考えている生徒が多く、校内外の体験・交流プログラムを充実させ、何事にも主体的に取り組む姿勢を一層育てていく必要があ
る。

　グローバル教育を推進し、広く国際的な視野に立って社会の発展に貢献できる人間の育成を目指す。

朝の玄関指導、交通安全指導や各種教室等を継続して実施されていることは
評価に値することです。毎年生徒が変わる中で今後もこのようなことを継続
していただきたい。特にこれからは、自転車に乗る場合、ヘルメットの着用
が努力義務化されることもあり、朝の登校指導は重要になると思います。
コロナ禍では、ホームルーム活動や学校行事が生徒間の繋がりや思いやりを
育むのに非常に重要な活動だと思われます。これからは、従来通りに実施で
きることを願います。部活等では、水泳部・テニス部・自然科学部やボラン
ティア活動の活躍をメディア等で目にしますと大変うれしく思います。他の
部活動も活躍されることを期待します。

地域の多彩な有職者で構成されている学校評議員会を学校関係者評価委員会
と位置づけている。
　　地元町会長　1名、有職者　1名
　　後援会代表　2名、保護者　1名

（5）評価項目

（4）結果の公表
１　学校評議員には学校評価結果報告書を送付する。
２　本校ホームページにおいて公表する。

（様式１）

（2）現状と課題

令和４年度　学校評価結果報告書（高等学校用）

教    務  グローバル教育に基づく魅力ある教育課程を編成するとともに、指導方法についての調査・研究と研修を実施する。

生徒指導　事故・非行等の未然防止に努め、様々な活動を通し、生徒のコミュニケーション力やグローバル社会に貢献する態度を育てる。

進路指導  進路情報を提供し、生徒各々に適した進路決定のための支援を行うとともに、教員間で情報共有し全教員での指導体制を確立する。


